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(57)【要約】
【解決手段】粘着テープ９の長手方向両端部のうち一端
部側の粘着面１０で医療管１３を挟持するように粘着面
１０を医療管１３に接触させることにより粘着テープ９
の一端部側に支持部１１を設け、止め部を有する保持部
材に設けた固定部４に支持部１１を当てがい、粘着テー
プ９を支持部１１側から他端部９ｂ側へ巻いて締め付け
、巻いた粘着テープ９の他端部９ｂの粘着面１０を粘着
テープ９に貼り付けて医療管１３を保持する。
【効果】支持部１１により粘着テープ９の粘着面１０に
対する医療管１３の接触面積が増えるとともに、粘着テ
ープ９により支持部１１を固定部４に保持するので、固
定部４に対する医療管１３の動きを規制し、特に医療管
１３の長手方向への位置ずれを防止することができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部に止め部を有するとともに医療管を当てがう固定部を下部に有する保持部材を備え
、その固定部に沿って当てがわれた医療管に対し粘着テープをその粘着面が医療管及び固
定部に接触するように環状に巻き付けて医療管を固定部に対して挟持することを特徴とす
る医療管用固定具。
【請求項２】
　前記固定部は環状に巻き付けられた粘着テープが当てがわれる両端縁部を有し、その両
端縁部のうち少なくとも一方の端縁部において、粘着テープの長手方向に対し直交する幅
方向で粘着テープを挟む両側に係止部を有していることを特徴とする請求項１に記載の医
療管用固定具。
【請求項３】
　前記保持部材は止め環の内側に保持孔を有し、前記固定部の両端縁部のうち一方の端縁
部はこの保持孔で止め環の内周の一部に設けた保持縁部であり、他方の端縁部はこの止め
環の外周の一部に設けた保持縁部であることを特徴とする請求項２に記載の医療管用固定
具。
【請求項４】
　前記保持部材の止め部は引掛部が係入される引掛孔であることを特徴とする請求項１か
ら請求項３のうちいずれか一つの請求項に記載の医療管用固定具。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のうちいずれか一つの請求項に記載の医療管用固定具に加えて、
医療管用固定テープを備え、この医療管用固定テープにおいて、粘着テープの一端部側に
は、医療管を当てがう載置部と、その載置部に載置された医療管を挟む両側に設けた挟持
部とを互いに区画して設け、その載置部と両挟持部とにより医療管を挟持した状態で両挟
持部の粘着面を重ねて載置部及び両挟持部の粘着面を医療管に接触させることにより粘着
テープの一端部側に支持部を設けるようにしたことを特徴とする医療管用固定具。
【請求項６】
　粘着テープの一端部側には、医療管を当てがう載置部と、その載置部に載置された医療
管を挟む両側に設けた挟持部とを互いに区画して設け、その載置部と両挟持部とにより医
療管を挟持した状態で両挟持部の粘着面を重ねて載置部及び両挟持部の粘着面を医療管に
接触させることにより粘着テープの一端部側に支持部を設けるようにしたことを特徴とす
る医療管用固定テープ。
【請求項７】
　粘着テープの長手方向両端部のうち一端部側の粘着面で医療管を挟持するように粘着面
を医療管に接触させることにより粘着テープの一端部側に支持部を設け、この支持部を固
定部に当てがい、粘着テープをその支持部側から他端部側に向って巻き締め付けることに
より医療管を保持することを特徴とする医療管の固定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば点滴器具などの医療器具に利用される医療管を利用者の衣類などに固
定する固定具、その固定具に医療管を固定する固定テープ、その固定具に医療管を固定す
る方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記の特許文献１では、医療器具の利用時に医療管を利用者や周囲の者などが不
用意に引っ掛けて医療器具の利用者に悪影響を及ぼすトラブルを防止するために、衣類な
どに固定するクリップが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開平７－２９９１３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の特許文献１にかかるクリップでは、医療管を保持部に通して保持した際に、医療
管に対する押圧力が不足すると、医療管が保持部で不用意に大きく動いたり抜け落ちたり
し、また、医療管を押圧し過ぎると、医療管を通る流体などの流れが悪くなるため、治療
に支障を来たすおそれがあった。
【０００５】
　この発明は、第一に、医療器具の利用時に医療管を利用者や周囲の者などが不用意に引
っ掛けても医療管の動きを規制して医療器具の利用者に与えるトラブルを防止するために
、医療管を衣類などに固定する固定具において、医療管を適度な力で保持して、医療管の
大きな動きや抜け落ちを規制するとともに、医療管を通る流体などの流れを良好に維持す
ることを目的としている。この発明は、第二に、このような固定具に適した医療管用固定
テープを提供することを目的としている。この発明は、第三に、このような固定具に医療
管を固定する固定方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　後記実施形態（図１～４に示す第１実施形態、図５～６に示す第２実施形態）の図面の
符号を援用して本発明を説明する。
　請求項１の発明（第１，２実施形態に対応）にかかる医療管用固定具においては、上部
に止め部（３）を有するとともに医療管（１３）を当てがう固定部（４）を下部に有する
保持部材（１）を備え、その固定部（４）に沿って当てがわれた医療管（１３）に対し粘
着テープ（９）をその粘着面（１０）が医療管（１３）及び固定部（４）に接触するよう
に環状に巻き付けて医療管（１３）を固定部（４）に対して挟持する。例えば、止め部（
３）はボタン穴やクリップなどである。例えば、保持部材（１）は軟質合成樹脂材により
成形されている。
【０００７】
　請求項１の発明では、固定部（４）に沿って当てがわれた医療管（１３）に対し粘着テ
ープ（９）をその粘着面（１０）が医療管（１３）及び固定部（４）に接触するように環
状に巻き付けて医療管（１３）を固定部（４）に対して挟持するので、粘着テープ（９）
の粘着面（１０）に接触させた医療管（１３）を粘着テープ（９）により締め付けること
ができ、固定部（４）に対する医療管（１３）の動きを規制して、特に医療管（１３）の
長手方向への位置ずれを防止することができる。
【０００８】
　請求項１の発明を前提とする請求項２の発明（第１，２実施形態に対応）において、前
記固定部（４）は環状に巻き付けられた粘着テープ（９）が当てがわれる両端縁部（５，
６，１８，１９）を有し、その両端縁部（５，６，１８，１９）のうち少なくとも一方の
端縁部（５，１８）において、粘着テープ（９）の長手方向に対し直交する幅方向で粘着
テープ（９）を挟む両側に係止部（８，２１）を有している。例えば、第２実施形態にお
いて、前記保持部材（１）は保持凹部（１７ａ）を有し、前記固定部（４）の両端縁部（
１８，１９）のうち一方の端縁部（１８）はこの保持凹部（１７ａ）の底縁部である。請
求項２の発明では、固定部（４）の両係止部（８，２１）により、医療管（１３）に接触
させた粘着テープ（９）の幅方向への位置ずれを防止することができる。
【０００９】
　請求項２の発明を前提とする請求項３の発明（第１実施形態に対応）において、前記保
持部材（１）は止め環（２）の内側に保持孔（１ａ）を有し、前記固定部（４）の両端縁
部（５，６）のうち一方の端縁部はこの保持孔（１ａ）で止め環（２）の内周の一部に設
けた保持縁部（５）であり、他方の端縁部はこの止め環（２）の外周の一部に設けた保持
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縁部（６）である。請求項３の発明では、止め環（２）により、固定部（４）を保持部材
（１）に容易に設けることができるとともに、医療管（１３）に接触させた粘着テープ（
９）の離脱を防止することができる。
【００１０】
　請求項１から請求項３のうちいずれか一つの請求項の発明を前提とする請求項４の発明
（第１実施形態に対応）において、前記保持部材（１）の止め部（３）は衣類のボタンな
どの引掛部（３ｂ）が係入されるボタン穴などの引掛孔（３ａ）である。請求項４の発明
では、衣類のボタンなどを引掛孔（３ａ）に係入するだけで保持部材（１）を衣類などに
簡単に保持することができる。
【００１１】
　請求項５の発明（第１，２実施形態に対応）にかかる医療管用固定具においては、請求
項１から請求項４のうちいずれか一つの請求項に記載の医療管用固定具に加えて、医療管
用固定テープを備え、この医療管用固定テープにおいて、粘着テープ（９）の一端部（９
ａ）側には、医療管（１３）を当てがう載置部（１１ａ）と、その載置部（１１ａ）に載
置された医療管（１３）を挟む両側に設けた挟持部（１１ｂ）とを互いに区画して設け、
その載置部（１１ａ）と両挟持部（１１ｂ）とにより医療管（１３）を挟持した状態で両
挟持部（１１ａ）の粘着面（１０）を重ねて載置部（１１ａ）及び両挟持部（１１ｂ）の
粘着面（１０）を医療管（１３）に接触させることにより粘着テープ（９）の一端部（９
ａ）側に支持部（１１）を設けるようにした。請求項５の発明では、支持部（１１）によ
り粘着テープ（９）の粘着面（１０）に対する医療管（１３）の接触面積が増えるととも
に、粘着テープ（９）により支持部（１１）を固定部（４）に保持するので、固定部（４
）に対する医療管（１３）の動きを規制し、特に医療管（１３）の長手方向への位置ずれ
を防止することができる。
【００１２】
　請求項６の発明（第１，２実施形態に対応）にかかる医療管用固定テープにおいて、粘
着テープ（９）の一端部（９ａ）側には、医療管（１３）を当てがう載置部（１１ａ）と
、その載置部（１１ａ）に載置された医療管（１３）を挟む両側に設けた挟持部（１１ｂ
）とを互いに区画して設け、その載置部（１１ａ）と両挟持部（１１ｂ）とにより医療管
（１３）を挟持した状態で両挟持部（１１ａ）の粘着面（１０）を重ねて載置部（１１ａ
）及び両挟持部（１１ｂ）の粘着面（１０）を医療管（１３）に接触させることにより粘
着テープ（９）の一端部（９ａ）側に支持部（１１）を設けるようにした。
【００１３】
　請求項６の発明では、支持部（１１）により粘着テープ（９）の粘着面（１０）に対す
る医療管（１３）の接触面積を増やして、粘着テープ（９）に対する医療管（１３）の動
きを規制することができる。
【００１４】
　請求項７の発明（第１，２実施形態に対応）にかかる医療管の固定方法においては、粘
着テープ（９）の長手方向両端部（９ａ，９ｂ）のうち一端部（９ａ）側の粘着面（１０
）で医療管（１３）を挟持するように粘着面（１０）を医療管（１３）に接触させること
により粘着テープ（９）の一端部（９ａ）側に支持部（１１）を設け、この支持部（１１
）を固定部（４）に当てがい、粘着テープ（９）をその支持部（１１）側から他端部（９
ｂ）側に向って巻き締め付けることにより医療管（１３）を保持する。例えば、巻いた粘
着テープ（９）の他端部（９ｂ）の粘着面（１０）を粘着テープ（９）に貼り付けて保持
する。
【００１５】
　請求項７の発明では、支持部（１１）により粘着テープ（９）の粘着面（１０）に対す
る医療管（１３）の接触面積が増えるとともに、粘着テープ（９）により支持部（１１）
を固定部（４）に保持するので、固定部（４）に対する医療管（１３）の動きを規制し、
特に医療管（１３）の長手方向への位置ずれを防止することができる。
【発明の効果】
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【００１６】
　本発明にかかる医療管用固定具並びに医療管（１３）の固定方法は、医療器具の利用時
に医療管（１３）を利用者や周囲の者などが不用意に引っ掛けても医療管（１３）の動き
を規制して医療器具の利用者に与えるトラブルを防止することができるばかりでなく、医
療管（１３）を適度な力で保持して、医療管（１３）を通る流体などの流れを良好に維持
することができる。また、本発明はこのような固定具及び固定方法に適した医療管用固定
テープを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】（ａ）は第１実施形態にかかる医療管用固定具を示す斜視図であり、（ｂ）はそ
の使用状態図である。
【図２】（ａ）は第１実施形態の固定具で利用する医療管用固定テープの展開状態を示す
斜視図であり、（ｂ）（ｃ）はそれぞれ固定テープに対する医療管の装着手順を示す部分
斜視図である。
【図３】（ａ）（ｂ）（ｃ）はそれぞれ第１実施形態の固定具に対する医療管の装着手順
を示す部分斜視図である。
【図４】（ａ）は図３（ｃ）の部分断面図であり、（ｂ）は第１実施形態の別例１を示す
（ａ）相当の部分断面図であり、（ｃ）は第１実施形態の別例２を示す（ａ）相当の部分
断面図である。
【図５】（ａ）は第２実施形態にかかる医療管用固定具を示す斜視図であり、（ｂ）はそ
の使用状態図である。
【図６】（ａ）（ｂ）（ｃ）はそれぞれ第２実施形態の固定具に対する医療管の装着手順
を示す部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　まず、本発明の第１実施形態について図１～４を参照して説明する。
　図１（ａ）に示す医療管用固定具において、保持部材１は、軟質合成樹脂材であるゴム
により環状に一体成形され、止め環２の内側に保持孔１ａを有している。止め環２の上部
には上方へ突出する止め部３が形成されている。止め環２の下部には固定部４が形成され
ている。止め部３には細長いボタン穴としての引掛孔３ａが貫設されている。固定部４に
は止め環２の内周端縁部の一部で止め環２の周方向へ直線的に延びる保持縁部５が形成さ
れているとともに、止め環２の外周端縁部の一部で止め環２の周方向へ直線的に延びる保
持縁部６が形成され、これらの保持縁部５，６間で幅広の載置部７が形成されている。保
持孔１ａ側の保持縁部５の両側には止め環２の内周端縁部の一部で係止部８が形成されて
いる。なお、保持部材１の材質については特に限定せず、例えば、止め環２をプラスチッ
クにより成形し、止め部３をゴムにより成形して止め環２に支持してもよい。
【００１９】
　図２（ａ）に示す医療管用固定テープの展開状態において、少なくとも内側片面に粘着
面１０を有する粘着テープ９は、粘着テープ９の長手方向両端部９ａ，９ｂのうち、一端
部９ａ側に設けられた支持部１１と、その支持部１１と他端部９ｂとの間に設けられた巻
き部１２とを有している。支持部１１は載置部１１ａとその載置部１１ａを挟む両側の挟
持部１１ｂとに互いに区画されて設けられている。図示しないが、粘着テープ９の粘着面
１０に剥離紙を貼ったり、粘着テープ９の他端部９ｂ側に摘み部を設けたりしてもよい。
【００２０】
　図２（ｂ）に示すように各種の医療器具に利用される医療管１３を載置部１１ａの粘着
面１０に当てがった後、医療管１３を挟むように両挟持部１１ｂの粘着面１０を互いに重
ねて粘着すると、図２（ｃ）に示すように、粘着テープ９の一端部９ａ側には載置部１１
ａ及び両挟持部１１ｂの粘着面１０を医療管１３に巻いて接触させた支持部１１が設けら
れる。
【００２１】
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　図３（ａ）に示すように保持部材１の固定部４において両保持縁部５，６間の載置部７
に粘着テープ９の支持部１１を医療管１３とともに当てがった後、図３（ｂ）に示すよう
に粘着テープ９の巻き部１２をその支持部１１側から他端部９ｂ側へ保持孔１ａを通して
一回以上環状に巻いて図３（ｃ）に示すように両係止部８間で両保持縁部５，６に締め付
けるとともに巻いた巻き部１２の粘着面１０を粘着テープ９の外側片面に貼り付けて保持
すると、図４（ａ）に示すように粘着テープ９の支持部１１及び巻き部１２で固定部４と
医療管１３とが互いに並んで挟持される。
【００２２】
　次に、医療管用固定具及び医療管用固定テープを使用する場合について説明する。
　例えば、図１（ｂ）に示すように点滴器具に利用する場合には、医療管１３を前述した
ように固定テープによって固定具に取り付けた後、衣類などのボタン３ｂ（引掛部）を止
め部３の引掛孔３ａに挿入して医療管１３を衣類などに保持する。医療器具の利用時に医
療管１３を利用者や周囲の者などが不用意に引っ掛けると、医療管１３には保持部材１か
ら離れる向きの力が生じるが、医療管１３は粘着テープ９により保持されているため、医
療管１３の大きな動きや抜け落ちを規制して医療器具の利用者に悪影響を及ぼすトラブル
を防止する。
【００２３】
　次に、本発明の第２実施形態について第１実施形態との相違点を中心に図５～６を参照
して説明する。
　図５（ａ）に示す医療管用固定具において、保持部材１は、プラスチックにより一体成
形され、逆Ｔ状の止め腕１５の上部にはクリップ１６が形成されているとともに、この止
め腕１５の下部両側には固定部４が形成されている。両固定部４には上方へ開放された保
持凹部１７ａと下方へ開放された保持凹部１７ｂとが形成され、上側の保持凹部１７ａの
底縁部には直線的に延びる保持縁部１８が形成されているとともに、下側の保持凹部１７
ｂの底縁部には直線的に延びる保持縁部１９が形成され、これらの保持縁部１８，１９間
で幅広の載置部２０が形成されている。これらの保持凹部１７ａ，１７ｂの保持縁部１８
，１９の両側には係止部２１が形成されている。
【００２４】
　図３に示す医療管用固定テープについては第１実施形態と同様である。
　図６（ａ）に示すように保持部材１の両固定部４のうち一方の固定部４において両保持
縁部１８，１９間の載置部２０に粘着テープ９の支持部１１を医療管１３とともに当てが
った後、図６（ｂ）に示すように粘着テープ９の巻き部１２をその支持部１１側から他端
部９ｂ側へ保持凹部１７ａ，１７ｂを通して一回以上環状に巻いて図６（ｃ）に示すよう
に両係止部２１間で両保持縁部１８，１９に締め付けるとともに巻いた巻き部１２の粘着
面１０を粘着テープ９の外側片面に貼り付けて保持すると、図４（ａ）に示す場合と同様
に粘着テープ９の支持部１１及び巻き部１２で固定部４と医療管１３とが互いに並んで挟
持される。
【００２５】
　医療管用固定具及び医療管用固定テープを使用する場合には、例えば、図５（ｂ）に示
すように点滴器具に利用される医療管１３を前述したように固定テープによって固定具に
取り付けた後、医療管１３を衣類などにクリップ１６により保持する。第１実施形態と同
様にして、医療管１３の大きな動きや抜け落ちを規制して医療器具の利用者に悪影響を及
ぼすトラブルを防止する。
【００２６】
　本実施形態は下記の効果を有する。
　（１）　止め部３を有するとともに医療管１３を当てがう固定部４を両端縁部（第１実
施形態の保持縁部５，６または第２実施形態の保持縁部１８，１９）間に有する保持部材
１を備え、その固定部４に当てがわれた医療管１３に粘着テープ９の内面における粘着面
１０を接触させた状態で固定部４に両保持縁部５，６，１８，１９間で環状に巻かれて保
持された粘着テープ９の内面間で医療管１３を固定部４とともに挟持するようにした。そ
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の場合、粘着テープ９は、固定部４の両保持縁部５，６，１８，１９間で一回以上巻かれ
て保持され、固定部４及び医療管１３を粘着テープ９の内面における両粘着面１０間で挟
持する。すなわち、粘着テープ９が固定部４の両保持縁部５，６，１８，１９に一回以上
環状に巻かれて固定部４及び医療管１３を粘着テープ９の両粘着面１０間で挟持するので
、粘着テープ９の粘着面１０に接触させた医療管１３を粘着テープ９により締め付けるこ
とができる。従って、医療器具の利用時に医療管１３を利用者や周囲の者などが不用意に
引っ掛けても、固定部４に対する医療管１３の動きを規制し、特に医療管１３の長手方向
への位置ずれを防止し、医療器具の利用者に与えるトラブルを防止することができる。し
かも、粘着テープ９の締め付けにより、医療管１３を適度な力で保持して医療管１３を通
る流体などの流れを良好に維持することができる。
【００２７】
　（２）　粘着テープ９の一端部９ａ側の粘着面１０で医療管１３を挟持するように粘着
面１０を医療管１３に接触させることにより粘着テープ９の一端部９ａ側に支持部１１を
設けたので、粘着テープ９の粘着面１０に対する医療管１３の接触面積が増えるとともに
、粘着テープ９により支持部１１を固定部４に保持し、固定部４に対する医療管１３の動
きをより一層規制することができる。
【００２８】
　（３）　医療管用固定テープにおいて、粘着テープ９の一端部９ａ側には、医療管１３
を当てがう載置部１１ａと、載置部１１ａに載置された医療管１３を挟む両側に設けた挟
持部１１ｂとを互いに区画して設けたので、粘着テープ９の一端部９ａ側に支持部１１を
設ける際に便利になって使い勝手を良くすることができる。
【００２９】
　（４）　固定部４の両係止部（第１実施形態の両係止部８または第２実施形態の両係止
部２１）により、医療管１３に接触させた粘着テープ９の幅方向への位置ずれをより一層
防止し、医療器具の利用者に与えるトラブルを防止することができる。
【００３０】
　前記実施形態以外にも例えば下記のように構成してもよい。
　・　第１，２実施形態においては、医療管用固定テープを採用したが、例えば図４（ｂ
）（ｃ）に示すように、市販された粘着テープ９を利用してもよい。その際には、粘着テ
ープ９の一端部９ａ側を医療管１３に一回以上巻いて支持部１１を設けるようにしてもよ
い。
【００３１】
　・　粘着テープ９の内側片面における粘着面１０については、粘着テープ９の長手方向
両端部９ａ，９ｂ間全体に設ける必要はなく、必要な部分のみに設けてもよい。例えば、
固定部４及び医療管１３に巻かれた粘着テープ９において支持部１１に対する反対側で固
定部４に面する粘着テープ９の内側片面に粘着面１０を設けなくても、粘着テープ９によ
る締付力を得ることができる。
【００３２】
　・　粘着テープ９の支持部１１については省略してもよく、例えば図４（ｃ）に示すよ
うに、粘着テープ９の粘着面１０を医療管１３に対し単に接触させてその粘着面１０と固
定部４との間で医療管１３を挟持するとともに、医療管１３に対する反対側で固定部４に
面する粘着テープ９の粘着面１０と医療管１３側の粘着面１０との間で固定部４及び医療
管１３を挟持する。
【００３３】
　・　保持部材１については種々の材質に変更してもよい。
　・　点滴器具以外、例えば、胃ろう器具などの様々な医療器具に利用される医療管に応
用することができる。
【００３４】
　・　保持部材１の固定部４については一箇所または複数個所に設けることができる。
【符号の説明】
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【００３５】
　１…保持部材、１ａ…保持孔、２…止め環、３…止め部、３ａ…引掛孔、４…固定部、
５…保持縁部、６…保持縁部、８…係止部、９…粘着テープ、９ａ…一端部、９ｂ…他端
部、１０…粘着面、１１…支持部、１１ａ…支持部の載置部、１１ｂ…支持部の挟持部、
１３…医療管、１８…保持縁部、１９…保持縁部、２１…係止部。
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